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【
山
内
】道
の
駅
さ
ん
な
い「
ウ

デ

ら
ん
ど
」

道の駅さんない「ウッディらんど」
■

■

定 休 日

開館時間

第３火曜日（祝日の場合は翌日）
（３月は第１・第３火曜日）
9:00～19:00

（レストランは10:00～20:00、
 ３月は閉館を１時間繰り上げ）

産直コーナーには生産者の顔写真が

素朴で温かい印象の山内焼

　

秋
田
県
の
東
の
玄
関
口
で
あ
る
山
内
地

域
の
国
道
１
０
７
号
沿
い
に
位
置
し

横

手
市
内
唯
一
の
道
の
駅
と
し
て
の
機
能
を

備
え
る
ウ

デ

ら
ん
ど

道
の
駅
な
ら

で
は
の
ゆ

た
り
と
し
た
ス
ペ

ス
に
は

外
観
に
木
材
を
多
用
し
た
ぬ
く
も
り
と
安

ら
ぎ
あ
ふ
れ
る
施
設
が
立
ち
並
び

無
料

休
憩
所
や
物
産
販
売
コ

ナ

山
内
地

域
名
産
の
手
打
ち
そ
ば
が
味
わ
え
る
レ
ス

ト
ラ
ン
「
農
香
庵
」
な
ど
が
年
間
25
万
人

を
超
え
る
ド
ラ
イ
バ

達
の
オ
ア
シ
ス
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る

中
で
も

地
元

の
産
直
グ
ル

プ
に
よ
る
野
菜
や
果
物

山
菜

そ
れ
ら
の
加
工
品
を
扱
う
コ

ナ

は

旬
の
味
覚
が
手
軽
に
入
手
で
き
る

こ
と
で
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て
い
る

　

も
ち
ろ
ん
楽
し

め
る
の
は

ド
ラ

イ
ブ
の
途
中
だ
け

で
は
な
い

レ
ス

ト
ラ
ン
で
は

職

人
の
指
導
の
も
と

で
本
格
的
な
そ
ば

打
ち
が
体
験
で
き

る
教
室
を
開
催
し

て
い
る
ほ
か

国

道
を
挟
ん
だ
南
側

に
あ
る
施
設
「
ウ

デ

プ
ラ
ザ
木

の
香
」
で
は

ガ

デ
ニ
ン
グ
用
品

な
ど
の
木
工
品
の

展
示
・
販
売
と
合

わ
せ

そ
れ
ら
の

製
作
体
験
が
で
き
る
工
房
が
設
け
ら
れ

子
供
か
ら
大
人
ま
で
年
齢
を
問
わ
ず
利
用

で
き
る

こ
ち
ら
も
指
導
員
に
よ
る
指
導

を
受
け
る
こ
と
が
で
き

特
に
子
ど
も
た

ち
に
人
気
が
高
い
と
い
う

さ
ら
に

隣

接
す
る
山
内
焼
の
工
房
で
は
素
朴
な
味
わ

い
を
醸
し
だ
す
一
品
を
手
に
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る

　

国
道
に
隔
て
ら
れ
た
各
施
設
を
結
ぶ
地

下
道
も
整
備
さ
れ

利
用
者
の
安
全
に
十

分
配
慮
し
て
い
る
の
も
好
感
が
持
て
る

こ
の
よ
う
に

季
節
を
問
わ
ず
食
と
体
験

を
存
分
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ウ

デ

ら
ん
ど

立
ち
寄

た
こ
と
の
な
い
方

も
新
た
な
楽
し
み
を
探
し
に
訪
れ
て
み
て

は
い
か
が
で
し

う
か

の
う
か
あ
ん

か
も
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横
手
の
冬
を
彩
る
小
正
月
行
事
が

各
地
域
で
行
わ
れ
ま
し
た

こ
の
う
ち

２
月
15
日
か
ら
17
日
に
か
け
て

行
わ
れ
た
か
ま
く
ら

旭
岡
山
神
社

ぼ
ん
で
ん
に
は

県
内
外
か
ら
約
25
万
人

の
観
光
客
が
訪
れ

幻
想
的
な
か
ま
く
ら
や

勇
壮
な
ぼ
ん
で
ん
を
楽
し
み
ま
し
た

　小正月行事として昔は各家々で楽
しまれてきたかまくら。
　地域や家々で、かまくらをつくる
ことで楽しんでかまくらに参加して
もらおうと、今年で２回目となる
「おらほ・おらえのかまくら大賞」
が行われ、２月15日、主催する（社）
横手市観光協会が20の個人、団体、
企業のかまくらを審査しました。
　受賞団体は次のとおりです。

横手市長賞の大阪久逸さん宅

横手市教育長賞の鍛冶町子供会の皆さん

【横手市長賞】
　大坂久逸
【横手市教育長賞】
　鍛冶町子供会
【観光協会長賞】
　トップリアルター
【観光協会長賞】
　大和更正園
【これからも続けていただきま賞】
　小野崎博倫
【美肌賞】
　田中町三区親睦会
【ファンタジー賞】
　北都銀行横手支店
【素晴らしいで賞】
　遠藤左官工務店

おらほ・おらえの
かまくら大賞
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梵
天
コ
ン
ク

ル

特
選　

朝
倉
碇（
あ
さ
く
ら
い
か
り
）

　
　
　
『
里
見
八
犬
伝
』

旭岡山神社（横手）

　270年の伝統を誇る旭岡山神社ぼんでんの奉納が2月17
日に横手地域で行われました。小若ぼんでん、えびす俵
を先頭にぼんでん32本が神社を目指し横手地域局前を出
発。五穀豊穣、商売繁盛、家内安全を祈り、無事奉納さ
れました。
　また、奉納前日の16日には本梵天32本と小若梵天24本、
えびす俵４基が横手地域局前に勢揃いし、梵天コンクー
ルが行われ、たくさんの見物客でにぎわいました。

花火の合図で横手地域局前を一斉に出発特選に輝いた朝倉碇の皆さん

奉納を間近に控え、旭岡橋を渡るぼんでん

ぼんでん奉納前日の２月16日、横手地域局前を会場にぼんでんコ
ンクールが行われました。コンクールは、頭飾りの出来映えや全
体の完成度などを審査。最高の賞である特選には、朝倉碇（あさ
くらいかり）が選ばれました。三等までの受賞団体は以下の通り。

拝殿前で激しくもみ合う男衆

先陣を争いながら神社へと奉納へ向かうぼんでん 「うわぁ大きいなぁ」沿道でぼんでんを見送る子どもたち
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第49回梵天コンクール

受賞名
特選
一等
二等
二等
二等
三等
三等
三等
三等
三等

協賛団体賞名
秋田県知事賞
秋田県議会議長賞
秋田県観光連盟会長賞
横手市長賞
横手市議会議長賞
横手商工会議所会頭賞
朝日新聞社賞
毎日新聞社賞
読売新聞社賞
産経新聞社賞

出場団体名
朝倉碇
栄友和会
信和会
住吉町々内会
野球クラブ横手シャークス
永建会
横手市職員労働組合
横手鳳陸會
三枚橋梵天奉納会
大水戸町青年会



三
所
神
社

金
澤
八
幡
宮

　２月18日には横手地域金沢地区で、19日には増
田地域でそれぞれ梵天奉納が行われました。
　このうち増田地域で行われた三所神社梵天まつ
りには、横手地域の梵天コンクールで優勝した朝
倉碇の梵天が登場。増田梵天の男衆が重さ35 の
横手梵天を肩やあごに乗せる妙技を披露すると、
会場からは拍手が沸き起こり、合併を機に実現し
たぼんでん交流を喜びました。

金澤八幡宮鳥居前でのぼんてん奉納

【写真上】20kgを越えるぼんでんを肩や腰などに乗せ演技を競
う　　　　増田地域のぼんでんコンクール

【写真右】朝倉碇のぼんでんをあごに乗せる増田の男衆。会場から
　　　　は盛んな拍手が贈られた

横手梵天（朝倉碇）が増田に登場
合併を機に梵天交流が実現
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■
黒
田
杏
子
先
生
選

特
選

【
幼
・
小
部
門
】

「
温
か
い
家
庭
の
屋
根
に
雪
つ
も
る
」

　
　

伊
藤
ま
ど
か
（
横
手
南
小
４
年
）

「
雪
が
ふ
る
ふ
だ
ん
と
ち
が
う
家
が

　

あ
る
」

　
　
　

 

渡
部 

拳
大
（
金
沢
小
５
年
）

「
雪
が
ふ
り
喜
ん
だ
の
は
い
つ
だ
ろ
う
」

　
　
　
　

伊
藤
一
樹
（
金
沢
小
５
年
）

【
中
・高
部
門
】

「
百
万
の
光
が
灯
る
か
ま
く
ら
に
」

　
　
　
　

太
田
裕
美（
城
南
高
２
年
）

「
新
雪
に
雲
の
切
れ
間
の
光
差
す
」

　
　

高
橋
真
友
子（
横
手
南
中
３
年
）

「
粉
雪
だ
み
ん
な
に
喜
び
降
っ
て
く
る
」

　
　

我
妻
栞
里（
清
陵
学
院
中
２
年
）

【
一
般
部
門
】

「
ふ
っ
く
ら
と
あ
た
た
か
く
雪
ふ
り

　

に
け
り
」

　
　
　
　
　
　

真
壁
桂
子（
根
岸
町
）

「
三
世
帯
大
か
ま
く
ら
に
あ
ふ
れ
け
り
」

　
　
　
　

高
橋
重
行（
平
鹿
町
浅
舞
）

「
小
雪
舞
ふ
夕
刻
散
歩
の
老
夫
婦
」

　
　
　
　
　
　
　

木
村
智
博（
黒
川
）

秀
逸

【
幼
・
小
部
門
】

　

佐
藤
奈
月（
白
山
小
５
年
）

　

８
回
目
を
迎
え
た
「
雪
を
う
た
う
」
市
民
俳
句
大
会
に
は
、
今
年
も
雪
へ
の

想
い
を
つ
づ
っ
た
数
多
く
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。２
人
の
選
者
の
先
生

に
よ
る
選
考
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。な
お
、表
彰
式
は
３
月
４
日（
土
）午
前

10
時
か
ら
横
手
中
央
公
民
館（
女
性
セ
ン
タ
ー
）で
行
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
・
秀
逸
ま
で
を
掲
載
）

　

遠
藤
大
介（
横
手
南
小
５
年
）

　

伊
藤
裕
哉（
横
手
南
小
５
年
）

　

岩
野
俊
夫（
横
手
南
小
５
年
）

　

佐
藤
佑
樹（
黒
川
小
５
年
）

【
中
・
高
部
門
】

　

遠
藤
啓
紀（
横
手
南
中
１
年
）

　

七
尾
梨
絵（
横
手
南
中
３
年
）

　

篠
原
す
み
か（
清
陵
学
院
中
２
年
）

　

高
橋
友
花
子
（
大
雄
中
２
年
）

　

石
橋
敬
（
雄
物
川
中
１
年
）

【
一
般
部
門
】

　

鈴
木
サ
ノ
子
（
大
森
町
袴
形
）

　

小
田
島
喜
代
治
（
前
郷
二
番
町
）

　

今
田
草
水
（
十
文
字
町
仁
井
田
）

　

小
野
良
子
（
雄
物
川
町
今
宿
）

　

半
田
多
佳
夫
（
安
田
原
町
）

■
中
原
道
夫
先
生
選

特
選

【
幼
・
小
部
門
】

「
か
ん
じ
き
で
雪
う
さ
ぎ
遠
の
宿
さ

　

が
し
」

　
　

  

阿
部
柚
実（
保
呂
羽
小
６
年
）

「
シ
ュ
プ
ー
ル
を
自
然
の
キ
ャ
ン
パ

　

ス
い
っ
ぱ
い
に
」

　
　
　

東
海
林
奈
直（
大
沢
小
６
年
）

「
部
屋
の
ま
ど
ゆ
き
の
け
っ
し
ょ
う

　

美
術
館
」

　
　

  

小
原
佑
利
果（
金
沢
小
５
年
）

【
中
・
高
部
門
】

「
雪
の
朝
寒
い
ね
と
交
わ
す
暖
か
さ
」

　

 　
　

竹
原
未
華
（
金
沢
中
３
年
）

「
粉
雪
の
カ
ー
テ
ン
開
け
る
と
新
横
手
」

　
　

佐
々
木
舞（
十
文
字
西
中
２
年
）

「
思
い
出
は
雪
の
数
だ
け
降
り
積
も
る
」

　
　

 

長
野
達
也（
横
手
南
中
２
年
）

【
一
般
部
門
】

「
ア
ン
テ
ナ
に
括
る
上
着
や
雪
下
ろ
し
」

　
　
　

佐
藤
長
一（
平
鹿
町
中
吉
田
）

「
か
ま
く
ら
の
中
に
孫
の
香
充
ち
て
お
り
」

　
　
　

   

佐
藤
弥
生（
平
鹿
町
醍
醐
）

「
捨
て
雪
を
呑
み
こ
ん
で
川
精
出
せ
り
」

　
　
　
　
　

   

山
崎
政
子
（
平
和
町
）

秀
逸

【
幼
・
小
部
門
】

　

小
玉
晴
香
（
横
手
南
小
５
年
）

　

木
村
峻
（
増
田
小
１
年
）

　

糸
谷
奈
津
美
（
金
沢
小
５
年
）

　

佐
々
木
麻
生
（
旭
小
３
年
）

　

は
ん
だ
は
る
か
（
金
沢
保
育
園
）

【
中
・
高
部
門
】

　

伊
藤
浩
太
（
金
沢
中
３
年
）

　

半
田
優
花
（
増
田
高
１
年
）

　

後
藤
大
輝
（
平
鹿
中
１
年
）

　

加
藤
卓
（
横
手
南
中
１
年
）

　

後
藤
あ
さ
み
（
横
手
南
中
２
年
）

【
一
般
部
門
】

　

榊
原
隆
信
（
十
文
字
町
上
鍋
倉
）

　

佐
藤
信
子
（
平
鹿
町
樽
見
内
）

　

菅
谷
行
夫
（
上
境
）

　

日
野
ト
シ
子
（
黒
川
）

　

藤
田
正
一
（
雄
物
川
町
遠
山
）

　

２
月
10
日
、
横
手
市
小
・
中
学
校

ス
キ
ー
大
会
が
市
内
２
会
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
ま
で
郡
市
大
会

と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
た
こ
の
大
会
。

今
年
も
、
小
・
中
学
校
合
わ
せ
て
33

校
か
ら
多
く
の
選
手
が
参
加
し
、
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
３
位
ま
で
の
入
賞
者
を

ご
紹
介
し
ま
す
。　
　

（
敬
称
略
）

■
大
回
転（
増
田
町
・
天
下
森
ス
キ
ー
場
）

○
小
学
校
５
年
生
以
下
男
子

　

①
金
山
隆
盛
（
田
根
森
５
年
）

　

②
髙
橋
岳
（
阿
気
５
年
）

　

③
和
賀
陽
正
（
横
手
南
５
年
）

○
小
学
校
５
年
生
以
下
女
子

　

①
高
橋
唯
（
雄
物
川
北
５
年
）

　

②
加
藤
志
歩
（
旭
５
年
）

　

③
田
中
篠
栗
（
増
田
５
年
）

○
小
学
校
６
年
生
男
子

　

①
糸
谷
慧
太
（
金
沢
６
年
）

　

②
佐
藤
健
太
（
増
田
６
年
）

　

③
熊
谷
俊
哉
（
金
沢
６
年
）

○
小
学
校
６
年
生
女
子

　

①
岩
見
谷
明
日
美
（
横
手
南
６
年
）

　

②
檜
山
和
香
子
（
横
手
南
６
年
）

　

③
鈴
本
有
花
（
保
呂
羽
６
年
）

○
中
学
校
男
子

　

①
佐
藤
匠
（
増
田
２
年
）

　

②
柴
田
侑
斗
（
大
雄
１
年
）

　

③
守
量
子
貢
（
大
森
１
年
）

○
中
学
校
女
子

　

①
小
野
千
佳
（
金
沢
２
年
）

　

②
岡
村
真
琴
（
横
手
南
１
年
）

　

③
小
原
千
咲
（
増
田
１
年
）

■
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー（　
　
　
　
　

）

○
小
学
校
５
年
生
以
下
男
子

　

①
木
村
亮
太
（
境
町
５
年
）

　

②
野
本
敦
史
（
旭
５
年
）

　

③
小
松
田
筒
絹
（
阿
気
５
年
）

○
小
学
校
５
年
生
以
下
女
子

　

①
佐
藤
千
夏
（
朝
倉
５
年
）

　

②
皆
川
奈
津
美
（
南
５
年
）

　

③
櫛
田
千
花
（
南
５
年
）

○
小
学
校
６
年
生
男
子

　

①
髙
橋
正
寛
（
南
６
年
）

　

②
清
水
知
（
黒
川
６
年
）

　

③
福
田
瞬
（
白
山
６
年
）

○
小
学
校
６
年
生
女
子

　

①
阿
部
柚
実
（
保
呂
羽
６
年
）

　

②
和
賀
安
理
（
横
手
南
６
年
）

　

③
鈴
木
千
晶
（
横
手
南
６
年
）

○
中
学
校
男
子

　

①
松
井
翼
（
横
手
南
２
年
）

　

②
大
村
田
翔
兵
（
横
手
西
１
年
）

　

③
土
場
数
弥
（
山
内
２
年
）

○
中
学
校
女
子

　

①
高
橋
場
紀
（
山
内
１
年
）

　

②
高
階
美
周
（
山
内
１
年
）

　

③
吉
成
美
咲
（
金
沢
１
年
）

○
小
学
校
男
子
リ
レ
ー（
学
校
対
抗
）

　

①
白
山  

②
黒
川 

③
山
内

○
小
学
校
女
子
リ
レ
ー（
学
校
対
抗
）

　

①
南 

②
大
森 

③
横
手
南

○
中
学
校
男
子
リ
レ
ー（
学
校
対
抗
）

　

①
山
内
Ａ
②
横
手
西
Ａ
③
大
森
Ａ

○
中
学
校
女
子
リ
レ
ー（
学
校
対
抗
）

　

①
山
内

（※

南
小
は
雄
物
川
町
、
横
手
南
小
は
横
手
区
）
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２
児
童
に
全
国
学
校
図
書
館
協
議
会
長
賞

青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク

ル

２
児
童
に
全
国
学
校
図
書
館
協
議
会
長
賞

青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク

ル

向
川
桜
子
さ
ん
（
鳳
中
２
年
）

全
国
中
学
校
ス
キ

大
会
で
２
位
に

向
川
桜
子
さ
ん
（
鳳
中
２
年
）

全
国
中
学
校
ス
キ

大
会
で
２
位
に

横手市議会３月定例会開催のお知らせ
議会を傍聴してみませんか

　傍聴を希望される方は、横手庁舎７階の傍聴席に直接
お越しください。なお、団体での傍聴を希望される場合
は事前に議会事務局までご連絡ください。
■日　程　３月６日（月）【開会、本会議（決算特別委員
　　　　　　　　　　　　長報告・市長施政方針に関す
　　　　　　　　　　　　る説明・補正予算案上程等）】
　　　　　　　７日（火）【本会議（新年度予算案上程等】
　　　　　　　８日（水）【本会議（議案上程等】
　　　　　　　　～
　　　　　　　13日（月）【本会議（一般質問）】
　　　　　　　14日（火）【本会議（一般質問）】
　　　　　　　15日（水）【本会議（一般質問・請願等）】
　　　　　　　　～
　　　　　　　24日（金）【本会議（各委員長報告等）、
　　　　　　　　　　　　閉会】
■場　所　横手庁舎６階議場
■問合せ　市議会事務局（横手庁舎６階）
　　　　　　32-2535

横手市総合計画
策定委員を募集します

　市では、平成18年度から平成27年度までの10年間
を計画期間とする総合的かつ計画的な行政運営の指
針となる横手市総合計画を策定します。この策定に
あたり、基本構想や基本計画の案について話し合い
をしていただく策定委員会の委員を市民の皆さんか
ら広く募集します。　
　策定委員会は、市民公募による委員のほか、識見
を有する方、市担当職員で組織され、次に挙げる５
つの部会に属し、その部会の担当分野について協議
していただくことになります。

　　㈰都市生活環境部会
　　　都市生活環境の整備に関すること

　　㈪健康福祉部会
　　　健康福祉の充実に関すること

　　㈫産業振興部会
　　　産業の振興に関すること

　　㈬教育文化部会
　　　教育・文化の充実に関すること

　　㈭住民参画交流部会
　　　住民参画交流の推進に関すること

【応募資格】市内に住所を有する18歳以上の方で、
　　　　　　平成18年３月から12月頃までの間に毎
　　　　　　月１、２回程度開催する会議に出席可
　　　　　　能な方。ただし、議会議員、市の行政
　　　　　　委員会の委員、職員（臨時職員含む）は
　　　　　　応募できません
【募集人数】25人以内
　　　　　　※地域や年齢等を勘案して選考します
【任　　期】協議が終了するまで（平成18年12月頃
　　　　　　までを予定）
【報　　酬】報酬はありません。
【応募方法】電話・ファクス・Eメール等で、氏
名・　　　　　　住所・年齢・性別・職業・連絡先
と協　　　　　　議したい希望の部会（分野）を第
３希　　　　　　望までお知らせください
【募集期間】３月10日（金）まで

【申込み・問合せ】
　〒013-8601横手市前郷字下三枚橋163
　市役所本庁南庁舎内
　市総務企画部企画課政策調整担当
　　35-2164　　33-6061
　メール：kikaku@city.yokote.lg.jp

　

全
国
学
校
図
書
館
協
議
会
な
ど
が
主
催
す
る
第
51

回
全
国
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク

ル
が
こ

の
ほ
ど
行
わ
れ

横
手
市
内
の
小
学
生
２
人
が

全
国
学
校
図
書
館
協
議
会
長
賞（
優
良
賞
）の

栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
の
で

ご
紹
介
し

ま
す

○
小
学
校
低
学
年
の
部 

課
題
読
書　

　
　

橋
京
佑
さ
ん（
十
文
字
第
一
小
２
年
）

　

作
品
名「
虫
ラ
ン
ド
に
ま
よ
い
こ
ん
じ

た
よ
」

○
小
学
校
中
学
年
の
部 

自
由
読
書

　

佐
藤
瑞
貴
さ
ん（
田
根
森
小
４
年
）　

　

作
品
名
「
私
の
文
字
の
な
い
絵
本
」

　

全
県
中
学
校
ス
キ

大
会
で

大
回
転
と
回
転
の

２
種
目
を
制
し
た
と
し
て

市
報
よ
こ
て
２
月
１
日

　
　

号
で
ご
紹
介
し
た
鳳
中
学
校
２
年
の
向
川
桜
子

　
　
　

さ
ん
が

東
北
大
会（
大
回
転
）に
お
い
て
も

　
　
　

優
勝

全
国
大
会（
大
回
転
）で
は
準
優
勝
と

　
　
　

い
う
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た

　
　
　
　

２
月
５
日
か
ら
８
日
に
か
け
て

新
潟
県

　
　
　

妙
高
市
を
会
場
に
行
わ
れ
た
全
国
中
学
ス
キ

大
会
で

向
川
さ
ん
は
１
本
目
に
首
位
に
立
つ
会

心
の
滑
り

２
本
目
を
終
え
て
わ
ず
か
０
秒
31
差
で

逆
転
さ
れ
た
も
の
の

全
国
の
強
豪
に
交
じ
り
準
優

勝
と
い
う
堂
々
の
活
躍
ぶ
り
で
し
た

告
示
日

投
票
日

選
挙
の
方
法

選
挙
す
べ
き
委
員
の
定
数

選
挙
区
ご
と
の
定
数

立
候
補
予
定
者
事
前
説
明
会

　

昨
年
の
７
月
10
日

旧
市
町
村
単

位
で
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
を
実

施
し
ま
し
た
が

10
月
１
日
に
８
市

町
村
が
合
併
し
た
こ
と
に
伴
い

新

た
に
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
を
行

い
ま
す

本
来
で
あ
れ
ば

合
併
か

ら
50
日
以
内
に
選
挙
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
し
た
が

合
併
協
議
会
の
場

で

在
任
特
例
を
採
用
し

農
業
委

員
会
委
員
の
任
期
を
平
成
18
年
３
月

31
日
ま
で
と
し
た
こ
と
に
よ
り

次

の
日
程
で
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙

を
実
施
し
ま
す

　

平
成
18
年
３
月
19
日（
日
）

　

平
成
18
年
３
月
26
日（
日
）

　

午
前
７
時

午
後
７
時
ま
で

　

※
一
部
午
後
６
時
と
午
後
６
時
30

　
　

分
ま
で
の
投
票
所
が
あ
り
ま
す

　

各
地
域
局
（
旧
市
町
村
）
単
位
の

選
挙
区
に
よ
る
選
挙

　

40
人

　　

横
手
選
挙
区　
　
　

７
人 

　

増
田
選
挙
区　
　
　

３
人

　

平
鹿
選
挙
区　
　
　

７
人

　

雄
物
川
選
挙
区　
　

７
人

　

大
森
選
挙
区　
　
　

５
人

　

十
文
字
選
挙
区　
　

５
人

　

山
内
選
挙
区　
　
　

２
人

　

大
雄
選
挙
区　
　
　

４
人      

　

平
成
17
年
度

横
手
市
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
人
名
簿
（
平
成
17
年
３

月
31
日
確
定
）
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方
が
投
票
で
き
ま
す

　

な
お

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方
で
も
他
市
町
村
へ
転
出
し
た
方
等

は
投
票
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い

　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投

票
で
き
な
い
方
は

３
月
20
日
か
ら

３
月
25
日
ま
で

選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
た
地
域
局（
旧
市
町
村
役
場
）

で
期
日
前
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す

時
間
は
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
８
時
ま
で
で
す

　
日　

時　

平
成
18
年
３
月
６
日（
月
）

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
か
ら

場　

所　

横
手
市
役
所
南
庁
舎
講
堂

　
　
（
旧
横
手
広
域
交
流
セ
ン
タ

）

※
同
会
場
に
て
立
候
補
届
出
等
の
書

　

類
関
係
を
配
布
し
ま
す

         

日　

時　

平
成
18
年
３
月
13
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
　

15
日
ま
で（
水
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分

　
　
　
　

午
後
３
時
30
分
ま
で

場　

所　

横
手
市
役
所
南
庁
舎
講
堂

　
　
（
旧
横
手
広
域
交
流
セ
ン
タ

）

  

立
候
補
の
届
出
に
つ
い
て
は
各
地

域
局
（
旧
市
町
村
役
場
）
の
横
手
市

選
挙
管
理
委
員
会
出
張
所
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い

※
各
投
票
所
並
び
に
期
日
前
投
票
所

等
に
つ
い
て
は
地
域
局
の
お
知
ら
せ

版
に
掲
載
し
ま
す

　

詳
し
く
は

横
手
市
選
挙
管
理
委

員
会
（　

３
２
―
２
５
３
７
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

立
候
補
届
出
書
類
の
事
前
審
査

立
候
補
の
届
出
先

期
日
前
投
票

投
票
で
き
る
方

３
月
26
日
は
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す

～あなたの一票 そこから生まれる 新郷土～～あなたの一票 そこから生まれる 新郷土～～あなたの一票 そこから生まれる 新郷土～～あなたの一票 そこから生まれる 新郷土～～あなたの一票 そこから生まれる 新郷土～

FA
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　２月11日、昔の冬の遊びを体
験してもらおうと、中央公園で
「雪ん子のつどい」が行われ、小
学生26人が参加しました。子ど
もたちは竹スキー、尻すべり、
かんじき、巨大雪だるま作りに
挑戦。人気のあった竹スキーは、
スピードが出てバランスをとる
のが難しく、何度も転倒しなが
ら汗をかくまで滑っていました。

■昔の冬の遊びに挑戦
（雄物川）

　２月９日、平鹿生涯学習セン
ターで平鹿地域の５つの保育所、
保育園が食育をテーマに合同保
育を行い、年長さん108人がパン
バイキングに挑戦しました。園
児は自分でバターを塗ったパン
に、ウインナー、トマト、チー
ズ、焼きそばなどを挟んでパク
リ。１人に４個用意されたパン
をあっという間に完食しました。

■手作りパンに大満足
（平鹿）

　マンガでのまちおこしを展開
する増田地域が、交流のある宮
城県石巻市と登米市中田町の子
どもたちを招き、雪国の遊びを
体験してもらう「雪国体験交流」
が、２月11日、18日の両日に行
われました。参加した約100人の
子どもたちは、かまくらづくり
やスキー体験などをとおして、
雪国の遊びを満喫していました。

水をかぶり無病息災を祈願
■梨木水かぶり（十文字）

　２月19日、十文字地域の梨木地区で伝統行事の「梨
木水かぶり」が行われました。250年以上も前から伝わ
るこの行事は、村人たちが悪霊退散と五穀豊穣を祈願
し、冷水を浴びて心身を清浄にする水垢離をしたのが
始まりとされています。
　梨木愛宕神社でお祓いをした28人の男衆は、下帯、
わらじ姿で集落内をねり歩き、冷えた体を振る舞い酒
で温めながら、沿道の家々が用意したおけやバケツの
水を勢いよくかぶって、今年１年の無病息災や家内安
全などを祈りました。

横手やきそばに続く新名物を
■農山村フード開発事業「よこてメシコレ！」（横手）

■雪国の遊びを満喫
（増田）

　２月16日、地域自治を考える
フォーラムが市役所南庁舎で開
催され、新潟県上越市議会の矢
野学議員が講演しました。合併
前の安塚町で町長を務め、独自
の政策を多数実践してきた矢野
議員は「合併は正念場だが、住
民自治のあり方を考える良い機
会」と、一人ひとりが主役とな
るまちづくりを強く訴えました。

■今こそ住民が主役に
（横手）

　２月11日、阿気兜台神社で伝
統的儀式である雪中田植えが行
われました。照井幸吉さん（上
丁）が手ぬぐいとみのをかぶっ
た姿でわらと豆殻を植え、昨年
の収穫に感謝し、今年の豊作を
祈願しました。また、合わせて
「どんど焼き」も行われ、参加
者は正月のしめ飾りなどを持ち
寄り、健康と幸せを祈りました。

■豊作を祈願
（大雄）

　２月12日、道の駅さんないを
会場に「山内の雪まつり」が開催
されました。雪像コンクールや
各種ゲーム、そば早食い競争な
ど、子どもから大人まで楽しめ
る多彩なアトラクションで恒例
となっているこのイベント。今
年は、時折吹雪くあいにくの天
気となりましたが、家族連れな
ど多くの人出でにぎわいました。

■道の駅で雪まつり
（山内）

　毎回多彩なゲストを招き、話
題作を上映している「あきた十
文字映画祭」が十文字文化セン
ターを会場に２月10日から３日
間の日程で開催されました。
　今回は話題の韓国映画を含む
12作品を上映。俳優の西島秀俊
さんを迎えてのゲストトークな
どもあり、来場者は心ゆくまで
作品を堪能していました。

■映画ファンが集結
（十文字）

　このたび、社会福祉協議会大
森福祉センターで使用している
車いすスロープ車に「ふれあい
レッツ号」という愛称が付けら
れました。名付け親は大森小６
年生の皆さん。夏・冬休み期間
中、福祉機器について勉強する
ため訪問した際、同センターか
ら依頼されたもので、みんなで
話し合って報告してくれました。

■名付け親は小学生
（大森）

opicsT

秋田の食が体を作る
■国体推進フェスティバルで講演（横手）

　来年開催される国民体育大会と全国障害者スポーツ
大会への参加意識を高め、地域全体で盛り上げようと
するイベントが２月11日に秋田ふるさと村で開催され、
早稲田大学助教授でオリンピック銀メダリストの太田
章さん（秋田市出身）が「勝つための食事」と題して講演
しました。太田先生は「バランスの良い食事と睡眠が
丈夫な体を作る。自分を育ててくれた郷土料理には感
謝している」と語り、「何事もあきらめずに夢を持ち続
けることが大切」と来場者にエールを送りました。

幻想的に続く雪洞の明かり
■「さるはんない幻灯」（増田）

　２月16日から18日までの３日間、増田地域の狙半内
地区で、道沿いに明かりをともした雪洞が並ぶ「さる
はんない幻灯」が行われました。
　これは、地域住民が自主運営する狙半内地域センタ
ー（高橋彰会長）が主催したもので、地区を走る県道と
市道を併せた約20kmの雪壁に、約3,000個の雪洞が住
民らの手により掘られ、明かりが灯されました。最終
日の18日には、約４時間に渡りろうそくが点灯され、
道行く人々を幻想的な世界へと誘いました。両手にはロサンゼルス、ソウル両五輪（レスリング）で獲得した銀メダル 20kmの道に約3,000個の雪洞が並んだ「さるはんない幻灯」

各品50食ずつ用意された試食コーナーには行列が 振る舞い酒で暖をとりながら水をかぶる男衆横手の食文化について熱く語る

North

East

West

South

東西南北東西南北
ニュース

題題話話のの域域地地

　十文字町出身の高橋航さんなど、エフエム秋田の人
気パーソナリティ４人と市内の飲食店がそれぞれ協力
し、地元の食材を活用したオリジナル料理の開発に挑
戦する「よこてメシコレ」がこのほど開催されました。
　食文化を見つめ直し、新たな名物の創出に結びつけ
ようと初めて企画されたこのイベント。完成した料理
の発表・試食会が２月11日に秋田ふるさと村で行われ
ましたが、用意された試食品はあっという間に品切れ
に。その後、プレゼンテーションを交えたトークがユ

ーモアたっぷりに繰
り広げられ、食に関
する話題から観光施
策に至るまで、ラジ
オ番組のパーソナリ
ティならではの語り
口で来場者の笑いを
誘っていました。

さるはんない

みず

あ た ご

ご り
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私
た
ち
阿
気
小
学
校
で
は

全
校
の
声
を
響
き
合
わ

せ
て
一
緒
に
表
現
し
あ
う
こ
と
を
目
的
に

年
に
３
回

全
校
で
詩
を
朗
読
し
た
り

各
学
年
が
工
夫
し
て
発
表

す
る
「
ひ
び
き
あ
い
集
会
」
を
開
い
て
い
ま
す
　

　

今
回
は

２
年
生
と
５
年
生
の
発
表
で
し
た

２
年

生
は
自
分
で
作

た
春
夏
秋
冬
の
詩
を

５
年
生
は
自

分
の
想
い
を
自
分
の
言
葉
で
表
現
し
た
詩
を
発
表

題

名
を
当
て
た
り
す
る
ク
イ
ズ
形
式
の
工
夫
も
あ

て

み
ん
な
が
参
加
で
き
る
と
て
も
楽
し
い
発
表
で
し
た

　

声
を
ひ
び
き
合
わ
せ
て
詩
を
朗
読
す
る
と

み
ん
な

の
心
が
一
つ
に
な
り

お
互
い
の
想
い
が
通
い
合

て

い
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す

　

そ
し
て

そ
の
表
現
の
仕
方
に
つ
い
て
も

考
え
方

や
反
応
が
人
に
よ

て
さ
ま
ざ
ま
な

の
で

自
分
１
人

で
は
気
づ
か
な
か

た
新
し
い
発
見

や
楽
し
さ
が
あ
り

ま
す

　

こ
れ
か
ら
も
こ

の
集
会
を
通
じ
て

声
を
響
き
合
わ
せ

て
表
現
す
る
事
の

楽
し
さ
を
み
ん
な

で
体
験
し
て
い
け

た
ら
い
い
な
と
思

い
ま
す

　

石
橋
さ
ん
ご
夫
妻
は
昭
和
30
年
８

月
に
お
見
合
い

「
恥
ず
か
し
く
て

顔
も
見
れ
ず

た
だ
囲
炉
裏
の
火
を

見
て
い
た
」
と
当
時
を
振
り
返
る
ワ

カ
さ
ん

11
月
に
は
結
婚
し

翌
年

鉄
道
の
官
舎
で
働
く
昭
一
さ
ん
の
叔

父
さ
ん
に
招
か
れ

東
京
に
新
婚
旅

行
へ

官
舎
に
泊
ま
り

は
と
バ
ス

に
乗

て
４
日
間
東
京
見
物
を
満
喫

当
時
は
新
婚
旅
行
が
珍
し
く

周
囲

に
は
羨
ま
し
が
ら
れ
た
そ
う
で
す

　

お
互
い
が
空
気
み
た
い
な
存
在
と

話
す
ご
夫
妻
「
夫
は
ま
じ
め
で

曲

が

た
こ
と
が
大
嫌
い
な
頑
固
一
徹

け
ど

私
の
稽
古
事
の
送
り
迎
え
や

好
物
を
こ

そ
り
買

て
き
て
冷
蔵

庫
に
入
れ
て
お
く

や
さ
し
い
人
」

と
ワ
カ
さ
ん

「
明
る
く
や
さ
し
い

こ
ん
な
い
い
奥
さ
ん
に
巡
り
会
え
て

と
て
も
幸
運
だ

た
」
と
昭
一
さ
ん

　

夫
婦
円
満
の
秘
訣
を
聞
く
と
「
顔

を
合
わ
せ
る
と

い
つ
も
口
げ
ん
か

み
た
い
な
感
じ
で

言
い
た
い
こ
と

を
言
い
合

て
い
る

溜
め
ず
に
は

き
り
と
話
し
て
い
る
か
ら
う
ま
く

い

て
い
る
の
か
な
」
と
お
二
人

　

お
互
い
歳
を
と

て
か
ら

積
極

的
に
外
出
す
る
よ
う
に
な

た
と
い

う
昭
一
さ
ん
は

生
涯
学
習
や
老
人

ク
ラ
ブ
に

ワ
カ
さ
ん
は
大
正
琴

ご
て
ん
ま
り

踊
り
な
ど
の
サ

ク

ル
に
出
か
け
ま
す

「
家
に
ば
か
り

こ
も

て
い
て
は
だ
め

外
に
出
て

み
ん
な
と
交
流
し

前
向
き
な
話
を

聞
く
こ
と
が
元
気
に
過
ご
す
秘
訣
」

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た

阿
気
小
学
校（
大
雄
）

声
を
響
き
合
わ
せ
て

詩
を
朗
読

石橋　昭一さん（77歳）
　　　ワカさん（71歳）

（雄物川）

（増田）

◆今月の記者
　阿気小学校６年
　小玉　千夏さん（右）
　 橋　茜さん（左）

阿部　学さん
（21歳・AB型・おとめ座）

　山菜のハウス栽培にいそしむ
橋髙 さんご一家。仲男さん夫婦
と息子さん夫婦の４人で、今が
最盛期のたらの芽の出荷作業に
追われています。好きなお酒を
やめてから体調がいいという仲
良さん。介護福祉士の雅人さん。
そして受験勉強中の優太さん。

「家族に後押ししてもらってや
ってこれた仕事です。自分の好
きでやってきた事で地域の皆さ
んに喜んでもらえたら、それが
今度は私たちの元気の源になり
ます」と話す仲男さん。今年は
おじいさんになる予定と、終始
笑い声の絶えないご一家です。

もうすぐ
８人家族 （十文字）橋髙 さんご一家

たか はし

（後列左から）
橋　優太さん（15歳）
橋　賢史さん（24歳）
橋　雅人さん（22歳）
橋　仲男さん（50歳）

（前列左から）
橋　志野さん（22歳）
橋　仲良さん（80歳）
橋

髙
髙
髙
髙

髙
髙
髙 よね子さん（47歳）

かがやきかがやき

サ

ク
ル
紹
介

☆自分の性格は？
　真面目にやる時、遊ぶ
時の切り替えが上手にで
きる性格だと思います。
☆趣味は？
　車の整備やドライブな
ど車に関することですね。
☆将来の夢は？
　自分の店を持ちたいと
思っています。　

中学時代はバスケット部
に所属、現在はスノーボ
ードに夢中な行動派です。

　今春で社会人３年目を迎える阿部さん。増田地域
にある山田農機 に勤務し、農業用機械等の営業担
当として日々奮闘中です。礼儀正しく、誠実な受け
答えで取材に応じてくれた好青年です。

まなぶあ べ

　
「
大
森
町
に
明
る
い
歌
声
を
」と
の
呼

び
か
け
で
発
足
し
た
コ

ラ
ス
蕗

今

年
で
結
成
か
ら
21
年
目
を
迎
え
ま
し
た

　

現
在
の
会
員
は
女
性
16
人

男
性
５

人
の
計
21
人

毎
月
２
回

大
森
コ
ミ

ニ
テ

セ
ン
タ

で
練
習
を
重
ね

横
手
平
鹿
合
唱
祭
や
文
化
祭
へ
の
参
加

老
人
ホ

ム
の
訪
問
な
ど

積
極
的
な

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す

歌
う
曲
の

種
類
も
豊
富
で

フ

ク
ソ
ン
グ
や

ポ

プ
ス

組
曲
な
ど
幅
広
い
分
野
の

曲
目
に
挑
戦
し
て
い
ま
す

　

会
員
の
皆
さ
ん
は
「
舞
台
の
上
で
歌

う
緊
張
感
が
た
ま
ら
な
い
」
「
歌

て

い
る
時
は
楽
し
く
て
歳
を
忘
れ
て
し
ま

う
」
「
合
唱
祭
で
各
地
区
の
コ

ラ
ス

グ
ル

プ
と
歌
う
こ
と

練
習
の
成
果

を
発
揮
で
き
る
こ
と
が
嬉
し
い
」
と
コ

ラ
ス
の
魅
力
を
語

て
く
れ
ま
し
た

　

コ

ラ
ス
蕗
で
は

現
在
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す

歌
う
こ
と
が
好
き
な

方

コ

ラ
ス
に
挑
戦
し
て
み
た
い
方

は
ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

◆
問
合
せ　

佐
々
木
ト
シ
さ
ん

（　

2
6

２
５
５
９
）

交差点
しょういし ばし いち

さとし

なかお

ちゅうりょう

コーラスサークル（大森）
ふき

コーラス蕗



　

「
利
用
し
た
覚
え
の
な
い
請
求
が
届
い

た
が
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」
と
い
う
相
談

が
市
に
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

ハ
ガ

キ
で
請
求
す
る
ケ

ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す

が

携
帯
電
話
・
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
た

架
空
請
求
の
手
法
な
ど
手
口
は
年
々
巧
妙

化
し
て
い
ま
す

　

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め

個
人
情
報
を

漏
ら
さ
な
い
よ
う
対
策
を
行

て
い
て
も

完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

実
際

に
架
空
・
不
当
請
求
を
受
け
た
場
合
は
次

の①②③
よ
う
に
対
応
し
て
く
だ
さ
い

発
信
元
へ
は
問
合
せ
し
な
い

請
求
の
内
容
を
冷
静
に
確
認
し

証
拠

　

を
保
存
す
る

消
費
生
活
相
談
窓
口
を
活
用
す
る

　

悪
質
な
業
者
に
「
点
検
」
な
ど
と
訪
問

さ
れ
次
々
と
契
約
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
苦

情
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

こ
れ
ら

の
ト
ラ
ブ
ル
は
執
拗
な
勧
誘
や
虚
偽
の
説

明
で
強
引
な
契
約
を
す
る
悪
質
で
深
刻
な

問
題
で
す

　

不
意
打
ち
的
な
セ

ル
ス
マ
ン
な
ど
が

訪
問
し
強
引
な
勧
誘
に
よ
り

自
分
の
意

思
が
は

き
り
し
な
い
ま
ま
に
契
約
を
し

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

こ
ん
な
と

き

消
費
者
が
頭
を
冷
や
し

も
う
一
度

考
え
る
機
会
を
与
え
る
た
め
に
導
入
さ
れ

た
制
度
が

ク

リ
ン
グ
・
オ
フ
で
す

訪
問
販
売
な
ど
で

消
費
者
が
い

た
ん

申
し
込
み
や
契
約
を
し
た
場
合
で
も

一

定
期
間
内
（
契
約
書
面
を
受
け
取

た
日

を
含
め
８
日
間
）
で
あ
れ
ば

一
方
的
に

解
約
で
き
ま
す
　
　

　

市
で
は
消
費
生
活
相
談
員
を
配
置
し
て

市
民
の
皆
様
の
相
談
に
対
応
し
て
お
り
ま

す

一
人
で
悩
ま
ず
に
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い

※
相
談
は

横
手
地
域
局
産
業
振
興
課
消

費
生
活
相
談
担
当
（　

３
２
―
２
１
１
１

内
線
２
１
４
８
）
ま
で

ま
た
各
地
域
局

で
は
産
業
振
興
課
商
工
観
光
担
当
で
消
費

生
活
の
相
談
を
受
付
し
て
い
ま
す

  　

軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
は

５
月

上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
が

よ
く
「
人
に

譲

た
の
に
納
付
書
が
届
い
た
」
と
い
う

問
合
せ
が
あ
り
ま
す

　

軽
自
動
車
税
は

４
月
１
日
現
在
で

軽
自
動
車
を

所
有
し
て

い
る
人
に

課
税
さ
れ

ま
す

　

名
義
変
更
や
廃
車
届
が
提
出
さ
れ
て
い

な
い
と

前
の
所
有
者
に
納
税
通
知
書
が

送
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で

名
義
変
更

届
や
廃
車
届
は

３
月
中
に
済
ま
せ
ま
し

う

　

ま
た

農
作
業
で
使
用
す
る
ト
ラ
ク
タ

乗
用
田
植
機

コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
の

小
型
特
殊
自
動
車
も
軽
自
動
車
の
登
録
を

し
て
ナ
ン
バ

を
取
得
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す

　

現
在

所
有
し
て
い
る
農
耕
用
車
両
の

確
認
を
す
る
と
と
も
に

新
し
く
購
入
し

た
と
き
は
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い

※
１
２
５
cc

cc

以
下
の
原
動
機
付
自
転
車

ミ
ニ
カ

小
型
特
殊
自
動
車
に
つ
い
て

は
本
庁
財
務
部
市
民
税
課
諸
税
担
当（　

３
２
―
２
５
１
０
）
ま
た
は
各
地
域
局
市

民
生
活
課
税
務
担
当
ま
で

１
２
５

を

超
え
る
二
輪
車

軽
自
動
車

雪
上
車
に

つ
い
て
は
横
手
地
区
軽
自
動
車
協
会（　

３
２
―
１
３
７
１
）
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
　

　

現
在

医
療
保
険
に
つ
い
て
は

そ
の

保
険
ご
と
に

一
定
の
基
準
（
治
療
に
要

し
た
金
額
や
世
帯
の
所
得
等
）
に
基
い
て

治
療
に
要
し
た
費
用
が
高
額
に
な

た
場

合

払
い
戻
し
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す

国
保
で
は
「
高
額
療
養
費
」

老
保
で
は

「
高
額
医
療
費
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す

　

国
保
加
入
者
（
老
人
保
健
医
療
受
給
者

の
方
以
外
）
は

医
療
機
関
へ
支
払

た

領
収
書

保
険
証

印
鑑

振
込
先
口
座

の
分
か
る
も
の
（
郵
便
通
帳
を
除
く
）
等

を
地
域
局
市
民
生
活
課
の
国
保
担
当
窓
口

へ
お
持
ち
の
上

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い

　

ま
た

老
人
保
健
医
療
受
給
者
の
方
は

振
込
先
口
座
等
を
記
載
し
た
申
請
書
を
１

回
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り

自
動
的
に
市

で
月
ご
と
に
計
算
し
て
払
い
戻
し
す
る
制

度
に
な

て
い
ま
す

手
続
き
未
了
の
方

は

申
請
手
続
き
の
通
知
を
市
か
ら
送
付

し
ま
す
の
で

そ
れ
に
よ

て
手
続
き
く

だ
さ
い

　

い
ず
れ
も
支
払
い
か
ら
２
年
で
時
効
と

な
り
ま
す
の
で

忘
れ
ず
に
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い

　

国
保
で
は

医
療
を
受
け
た
場
合

一

部
負
担
金
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が

災
害
や
損
害
を
受
け
て
著
し
く
収
入
が
減

少
し
た
場
合
等
は

一
部
負
担
金
の
猶
予

や
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

詳
し
く
は

本
庁
福
祉
環
境
部
国
保
年

金
課（　

３
５
―
２
１
８
６
）ま
た
は
各
地

域
局
市
民
生
活
課
国
保
年
金
担
当
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
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国
保

介
護

税
金

生
活

治
療
費
が
高
額
に
な

た
ら
申
請
を
！

軽
自
動
車
の
廃
車
等
の
届
出
は
３
月
中
に

「
改
正
介
護
保
険
制
度
」説
明
会
を
開
催

架
空
請
求
・
不
当
請
求
に
ご
注
意
を

くらしの情報 くらしの情報

◎
一
部
負
担
金
の
猶
予
及
び

　

減
免
制
度
に
つ
い
て
！

消
費
者
の
利
益
を
守
る
制
度

　

ク

リ
ン
グ
・
オ
フ
は

　
　

消
費
者
の
強
い
味
方
で
す

　

 

日　

程

３
月
７
日（
火
）

３
月
８
日（
水
）

３
月
９
日（
木
）

３
月
10
日（
金
）

３
月
13
日（
月
）

３
月
16
日（
木
）

３
月
17
日（
金
）

３
月
20
日（
月
）

　
 

時　

間

午
後
２
時

４
時

午
後
２
時

４
時

午
後
７
時

９
時

午
後
２
時

４
時

　
　
　
　
　
　

会　
　
　

場

増
田
地
区
多
目
的
セ
ン
タ
（
ホ

ル
）

平
鹿
生
涯
学
習
セ
ン
タ
（
浅
舞
公
民
館
）

雄
物
川
コ
ミ

ニ
テ

セ
ン
タ
（
ホ

ル
）

大
森
コ
ミ

ニ

テ

セ
ン
タ

十
文
字
町
幸
福
会
館

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
「
か
ま
く
ら
館
」

大
雄
地
域
福
祉
セ
ン
タ
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

山
内
生
涯
学
習
セ
ン
タ
（
山
内
公
民
館
）

　

新
た
な
「
介
護
」
の
仕
組
み
づ
く
り
と

し
て
施
行
さ
れ
た
介
護
保
険
制
度
も
６
年

を
経
て

平
成
18
年
４
月
か
ら
改
正
介
護

保
険
法
が
施
行
さ
れ
ま
す

　

ま
た

今
ま
で
旧
市
町
村
ご
と
に
定
め

ら
れ
て
い
た
介
護
保
険
料
も
こ
の
４
月
か

ら
統
一
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
　

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て

広
く
住
民
の
皆

様
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
た

め

下
記
の
と
お
り
住
民
説
明
会
を
開
催

し
ま
す

　

お
住
ま
い
の
地
域
に
限
ら
ず

ご
都
合

の
良
い
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い

　

詳
し
く
は

本
庁
福
祉
事
務

所
高
齢
ふ
れ
あ

い
課
（　

２
６

―
２
１
１
４
）

ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ

さ
い
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県
で
は

環
境
問
題
を
広
く
学
ぶ

場
と
し
て

平
成
16
年
度
か
ら
「
環

境
あ
き
た
県
民
塾
」
を
県
内
３
箇
所

で
開
講
し
て
い
ま
す

  

今
回
の
講
座
で
は
今
年
度
の
終
了

式
と
併
せ
て

淑
徳
大
学
教
授
の
北

野
大
さ
ん
を
講
師
に
迎
え

「
地
球

環
境
を
救
う
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
へ
」と
題
し
た
講
演
を
行
い
ま
す

  
  

ど
な
た
で
も
聴
講
で
き
ま
す
の
で

皆
さ
ん
も
こ
れ
を
機
会
に
環
境
問
題

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

日　

時　

３
月
18
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
開
会

場　

所　

秋
田
市
文
化
会
館

　
　
　
　

小
ホ

ル

入
場
料　

無
料
（
先
着
4
0
0
名
）

問
合
せ　

県
環
境
あ
き
た
創
造
課　

　
　
　
　

  

0
1
8（
8
6
0
）1
5
7
4

　

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
活
躍
し

た

秋
田
を
代
表
す
る
日
本
画
家
・

平
福
穗
庵
の
作
品
展
を
開
催
し
ま
す

類
い
ま
れ
な
描
線
に
よ

て
新
た
な

時
代
を
切
り
拓
い
た
と
さ
れ
る
穗
庵

　

今
回
は

そ
の
弟
子
た
ち
や
そ
の

後
を
継
ぐ
秋
田
ゆ
か
り
の
日
本
画
家

の
作
品
も
併
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す

期　

間　

４
月
23
日（
日
）ま
で

時　

間　

午
前
９
時
30
分

　
　
　
　

午
後
５
時

　
　
　

（
入
館
は
４
時
30
分
ま
で
）

場　

所　

秋
田
県
立
近
代
美
術
館

　
　
　
　

６
階
展
示
室

問
合
せ　

秋
田
県
立
近
代
美
術
館

　
　
　
　
　

３
３
―
８
８
５
５

※家賃は所得額によって異なります。

入居条件　公営住宅法に定める入居資格を有している必要があり
　　　　　ますので、事前に市建築住宅課までご確認ください
申込方法　市建築住宅課窓口または各地域局建設課にある申込書
　　　　　に必要事項を記載し、必要となる書類を添付し申込ん
　　　　　でください（郵送不可）
申込期間　平成18年３月１日（水）～３月10日（金）
入居予定　平成18年４月上旬
申込み・問合せ
　市建築住宅課（十文字庁舎内）　42－5121、または各地域局建設
　課まで（8:30～17:15、土・日・祝日は除きます）  

　

市
で
は

経
済
的
理
由
に
よ

て

就
学
や
通
学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る

児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し

小
・

中
学
校
で
の
学
習
に
必
要
な
費
用
の

一
部
を
援
助
し
て
い
ま
す

　

援
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は

小
・

中
学
校
を
通
じ
て
各
世
帯
へ
配
布
し

て
い
る
用
紙
で
の
申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す

　

な
お

平
成
17
年
度
に
就
学
援
助

を
受
け

平
成
18
年
度
も
引
き
続
き

希
望
さ
れ
る
方
も

再
度
申
請
が
必

要
で
す

　

ま
た

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

方
も

希
望
さ
れ
る
場
合
は
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で

お
忘
れ
の

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い

問
合
せ　

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育

　
　
　
　

課
（
雄
物
川
庁
舎
２
階
）

　
　
　
　
　

２
２
―
２
１
５
２

　

ハ
イ
ウ

イ
カ

ド（
ハ
イ
カ
）の

利
用
が
平
成
18
年
４
月
１
日（
土
）０

時
か
ら
停
止
に
な
り
ま
す

　

ハ
イ
カ
残
数
の
払
い
戻
し
は

３

月
１
日（
水
）か
ら
開
始
で
す

受
付
場
所　

各
料
金
所
事
務
室
窓
口

払
戻
方
法　

原
則

銀
行
振
込

　
　
　
　
　
（
５
万
円
以
下
は
現
金
も
可
）

　

ま
た

ハ
イ
カ
残
数
を
Ｅ
Ｔ
Ｃ
で

利
用
す
る
た
め
に
付
替
え
る
「
ハ
イ

カ
・
前
払
残
高
管
理
サ

ビ
ス
」
へ

の
登
録
も
受
付
け
て
い
ま
す

お
早

め
に
ご
登
録
く
だ
さ
い

問
合
せ　

東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社   

 
 
 
 
 
 
 
 
　
　

0
2
2（
2
2
7
）8
8
8
4

　

県
で
は

「
秋
田
ス
ギ
の
家
づ
く

り
」
応
援
事
業
と
し
て

県
内
に
住

宅
を
新
築

全
面
改
築
さ
れ
る
施
主

の
方
に
秋
田
ス
ギ
内
装
材
を
差
し
上

げ
ま
す

対
象
と
な
る
方
は

次
の

問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

提 

供 

材　

含
水
率
15
％
以
下
の
壁

          

面
材

床
材

天
井
材

          

廻
り
縁
な
ど

提
供
数
量　

全
県
で
60
戸
（
第
１
回

          

40
戸
・
第
２
回
20
戸
）

          

※
申
込
多
数
の
場
合

          

公
開
抽
選　
　
　
　
　
　

　

      

・
１
戸
あ
た
り
の
内
装

            

材
面
積
は
約
43

　
　
　
　
　

・
上
限
金
額

 
 
 
 
 
 

2
1
6
0
0
0
円    

申
込
期
間　

・
３
月
１
日（
水
）
22
日（
水
）

　

        

・
７
月
３
日（
月
）
21
日（
金
）

申 

込 

先　
あ
き
た
県
産
材
利
用
セ
ン
タ

　
　
　
　
　
　
０
１
８(

８
３
７)

８
０
９
５

　
○
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
に
つ
い
て

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
で
現
在

乳
幼
児（
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
）

を
対
象
と
し
た
福
祉
医
療
費
助
成
を

受
け
て
い
る
方
の
中
で

４
月
か
ら

小
学
校
に
入
学
す
る
児
童
が
い
る
場

合
は

４
月
以
降
も
助
成
制
度
の
対

象
と
な
り
ま
す

　

所
得
の
制
限
基
準
等
は
あ
り
ま
す

が

該
当
さ
れ
る
方
は

３
月
末
日

ま
で
地
域
局
市
民
生
活
課
で
申
請
手

続
き
を
行

て
く
だ
さ
い

○
ひ
と
り
親
家
庭
で
児
童
を
監
護

養
育
し
て
い
る
方
に
つ
い
て

　

児
童
を
監
護

ま
た
は
養
育
し
て

い
る
ひ
と
り
親
の
方
は

所
得
の
制

限
基
準
等
も
あ
り
ま
す
が

平
成
17

年
10
月
以
降
に
医
療
機
関
を
受
診
さ

れ
た
場
合
の
自
己
負
担
額
に
つ
い
て

領
収
書

振
込
口
座
及
び
印
鑑
を
持

参
し

手
続
き
し
て
い
た
だ
き
ま
す

と
払
い
戻
し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す

問
合
せ　

福
祉
環
境
部
国
保
年
金
課

　
　
　
　
　

２
２
―
２
７
９
３　
　

　
　
　
　

ま
た
は
各
地
域
局
市
民
生   

        

活
課

　　

災
害
に
あ

た
方
々
を
市
民
の
皆

さ
ん
が
お
互
い
に
助
け
合

て
救
済

す
る
た
め
の
共
済
制
度
が
あ
り
ま
す

加
入
で
き
る
方
は

横
手
市
に
住
民

登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
を
し
て
い

る
方
で
す

　

な
お

加
入
手
続
き
に
つ
い
て
は

直
接

地
域
局
市
民
生
活
課
及
び
出

張
所
で
行

て
く
だ
さ
い

問
合
せ　

福
祉
環
境
部
市
民
課　

          

３
５
―
２
１
７
６

        

ま
た
は
各
地
域
局
市
民
生  

        

活
課

 　　

皆
瀬
川
に
架
か
る
十
文
字
大
橋（
旧

岩
崎
橋
）
が
老
朽
化
に
よ
り

８
ト

ン
以
上
の
大
型
車
が
当
分
の
間

通

行
止
め
と
な
り
ま
す

　

湯
沢
市
岩
崎
に
行
か
れ
る
方
は

国
道
13
号
線
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

  

秋
田
の
女
性
の
皆
さ
ん
が

新
し

い
発
想
や
能
力
を
活
か
し
て

様
々

な
分
野
へ
チ

レ
ン
ジ
す
る
こ
と
を

応
援
す
る
総
合
情
報
サ
イ
ト
「
あ
き

た
女
性
チ

レ
ン
ジ
サ
イ
ト
」
が
開

設
さ
れ
ま
し
た

　

こ
の
サ
イ
ト
で
は

女
性
が
チ

レ
ン
ジ
し
た
い
時
に
役
立
つ

支
援

機
関
や
支
援
制
度
等
の
情
報
が
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す

チ

レ
ン
ジ
を
し

て
み
た
い
女
性
の
皆
さ
ん

ぜ
ひ
ア

ク
セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い

問
合
せ　

県
男
女
共
同
参
画
課

　
　
　

      

0
1
8（
8
6
0
）1
5
5
6

    

市
指
定
文
化
財
享
保
雛
や
芥
子
雛

な
ど

古
式
ゆ
か
し
い
ひ
な
人
形
の

展
示
を
行
い
ま
す

期　

間　

３
月
31
日（
金
）ま
で

時　

間　

午
前
９
時

午
後
４
時
30
分

問
合
せ　

市
教
育
委
員
会
文
化
財
保

        

護
課　

２
４
―
３
４
８
０

　
　
　
　

ま
た
は
雄
物
川
郷
土
資
料

        

館　

２
２
―
２
７
９
３

●お知らせのページ●

お
し
ら
せ

催　

し

平
成
18
年
度
就
学
援
助
の

申
請
に
つ
い
て

17 16

ハ
イ
ウ

イ
カ

ド
廃
止
の

お
知
ら
せ

㈰公営住宅

市営住宅の入居者を募集します

地域名
横　手

増　田

平　鹿
大　森
十文字
大　雄

名　　称
南町住宅
南朝日が丘住宅
      〃
〃（セカンド㈼）
増田新町団地　
月山団地
平鹿伊勢堂団地
大中島住宅
十五野住宅
大雄東団地

築年度
Ｓ54

Ｓ57

Ｓ58

Ｈ１
Ｈ１
Ｈ５
Ｓ41

Ｓ56

Ｓ50

Ｓ58

間取り
３ＤＫ
２ＬＤＫ
２ＤＫ
２ＬＤＫ
３ＤＫ
２ＬＤＫ
２ＬＫ
３ＤＫ
２ＤＫ
３ＤＫ

家賃（円）
15,000～
17,700～
13,200～
16,500～
14,000～
18,000～
3,400～
16,900～
9,800～
14,600～

募集戸数
１
１
１
１
１
１
１
２
１
１

㈪特定公共賃貸住宅
地域名
大　森

地域名
特定西野住宅

築年度
Ｈ10

間取り
１ＬＤＫ

家賃（円）
30,000～

募集戸数
１

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
へ

福
祉
医
療
費
助
成
制
度

家
を
新
築
・
前
面
改
築
さ
れ
る
方
に

秋
田
ス
ギ
内
装
材
を
差
し
上
げ
ま
す

交
通
災
害
・
不
慮
の
災
害
共
済

へ
の
加
入
に
つ
い
て

十
文
字
大
橋
へ
の
大
型
車
通
行

止
め
に
つ
い
て

女
性
の
チ

レ
ン
ジ
応
援
し
ま
す

「
あ
き
た
女
性
チ

レ
ン
ジ
サ
イ
ト
」

雄
物
川
郷
土
資
料
館

第
18
回
ひ
な
人
形
展

環
境
あ
き
た
県
民
塾

「
あ
き
た
の
環
境
を
考
え
る
集
い
」

角
館
出
身
画
家

「
平
福
穗
庵
展
」を
開
催

　

年
齢
・
性
別
・
障
害
を
超
え
て

日
頃
の
運
動
不
足
を
バ
レ

ボ

ル

で
解
消
し
て
み
ま
せ
ん
か

日　

時　

３
月
25
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時

午
後
４
時

場　

所　

横
手
市
体
育
館

申
込
み　

３
月
15
日（
水
）ま
で

参
加
料　

１
チ

ム
1
0
0
0
円

問
合
せ　

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ

　
　
　
　

の
ぞ
み　
担
当 

松
田
・
浅
賀

　
　
　
　
　

３
５
―
５
７
８
１

　

平
成
17
年
度
末
で
閉
校
と
な
る
横

手
工
業
高
校
で
は

こ
れ
ま
で
の
生

徒
た
ち
の
課
題
研
究
作
品
展
示
会
を

開
催
し
ま
す

期　

日　
３
月
11
日（
土
）
12
日（
日
）

場　

所　

横
手
サ
テ

２
Ｆ

　
　
　
　

キ

ズ
メ
イ
ト
広
場

問
合
せ　

横
手
工
業
高
校　

　
　
　
　
　

３
２
―
０
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３
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

横
手
市
医
師
会
で
は

市
民
の
皆

さ
ん
の
健
康
維
持
増
進
を
図
る
た
め

「
市
民
医
学
講
座
」
を
開
催
し
ま
す

講
座
で
は
「
が
ん
治
療
の
最
前
線
」

と
題
し
た
講
演
会
や

医
療
相
談
コ

ナ

等
を
予
定
し
て
い
ま
す

日　

時　

３
月
11
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
２
時

４
時

場　

所　

か
ま
く
ら
館
ホ

ル

問
合
せ　

横
手
保
健
セ
ン
タ

　
　
　
　
　

3
3
―
9
6
0
0

 　         

　

卒
園
・
卒
業
・
誕
生
日
な
ど

あ

な
た
の
記
念
日
や
思
い
出
作
り
と
し

て

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
焼
物
を
作

て

み
ま
せ
ん
か

期　

間　
３
月
25
日（
土
）
26
日（
日
）

時　

間　

・
午
前
10
時

12
時

　
　
　
　

・
午
後
１
時
30
分

　
　
　
　
　

３
時
30
分

　
　
　
　

※
作
品
の
仕
上
が
り
は
約

　
　
　
　

１

月
半
後
に
な
り
ま
す

内　

容　

１
人
１

の
粘
土
で
自
由

　
　
　
　

作
品
作
り

場　

所　

南
部
シ
ル
バ

エ
リ
ア

　
　
　
　

陶
芸
室

参
加
費　

幼
児　
　
　
　

３
０
０
円

　
　
　
　

小
学
生　
　
　

６
０
０
円

　
　
　
　

中
学
生
以
上　

９
０
０
円

定　

員　

各
15
名
程
度

申
込
み　

３
月
24
日（
金
）ま
で

問
合
せ　

南
部
シ
ル
バ

エ
リ
ア

　
　
　
　
　

２
６
―
３
８
８
０

横
手
工
業
高
校

課
題
研
究
作
品
展
示
会

講
習 

講
座

南
部
シ
ル
バ

エ
リ
ア

「
陶
芸
教
室
」参
加
者
募
集

み
ん
な
で
ア
タ

ク
！

春
の
市
民
バ
レ

交
流
会

健
康
に
つ
い
て
考
え
ま
せ
ん
か

「
第
50
回　

市
民
医
学
講
座
」

す
い
あ
ん

ひ
ら
ふ
く
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市民主催の催し等をお知らせするコーナーです

統
計
の
日
ポ
ス
タ

標
語
を

募
集
し
ま
す

とっぴんぱらりのプー  第63回昔語りの会
  ふるさとの「昔っこ」を楽しみませんか。
日　時●３月25日（土）午後１時30分から
場　所●こうじ庵（鍛冶町）
参加費●無料
問合せ●尾形　32-0630

市民の皆さんからの「いどばたプラザ」への情報提供をお待ちしています。各種催しの参加者募集などにご活用ください。

若月流秋田支部仙比呂会　チャリティー発表会
日　時●３月12日（日）午前10時30分開演
場　所●横手市民会館ホール
入場料●1,500円
問合せ●村岡　52-2007

初心者対象  オカリナを吹いてみよう
期　間●４月から６月までの計６回
　　　　受講者による成果発表会もあります
場　所●サンサン横手(横手町）
　　　　（詳細はお問い合わせください）
問合せ●日高見　090-4918-4674

見学・再受講大歓迎  つかえる英語講座
  外国人先生による講座です。
日　時●３月７日（火）午後７時～９時
場　所●かまくら館
参加費●1,000円（初回無料）
問合せ●若林　32-0077

英会話中級クラス
  外国人講師とのフリートーキング中心です。
期　日●第１・３火曜日午後７時～８時30分
場　所●男女共同参画センター（神明町）
参加費●月4,000円（見学無料）　　　
問合せ●備前　36-2621

無料体験入学　中学数学・英語塾
期　間●３月中限定
場　所●横手ぱそこん（赤坂字大道向）
参加費●無料
問合せ●横手ぱそこん　33-0043

ヤマハ音楽教室システム発表会
期　間●３月４日（土）～５日（日）
場　所●横手市民会館ホール
入場料●無料
問合せ●楽器の店カネキ　32-3864

押し花初心者　無料体験会
  押し花を使って、作品を作ってみませんか。
日　時●３月29日（水）午後１時～３時30分
場　所●女性センター（旧働く婦人の家）
参加費●1,300円（先着10名まで）
申込み●３月20日（月）
問合せ●柴田　090-4630-3326
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セ
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あ
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ゆ
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分
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に
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お
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を
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「
統
計
の
日
」（
10
月
８
日
）の
ポ
ス

タ

標
語
を
募
集
し
ま
す

応
募
資
格　
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計
調
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経
験
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応
募
方
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６
４

　
（
財
）伝
統
文
化
活
性
化
国
民
協
会

で
は

伝
統
的
な
文
化
を
子
ど
も
た

ち
に
伝
え

豊
か
な
人
間
性
を
育
む

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
伝
統
文
化
こ

ど
も
教
室
」
を
開
催
す
る
団
体
を
募

集
し
て
い
ま
す

活
動
に
か
か
る
経

費
に
対
し
て
の
支
援
を
い
た
し
ま
す
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で

皆
さ
ん
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応
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を
お
待
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取
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保
健
師
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養
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・
調

理
師
・
介
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士
と
し
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働
い
て
い
る

市
職
員
が

出
産
や
育
児

病
気
等

の
理
由
に
よ
り
長
期
休
暇
を
取
得
す

る
際
に

臨
時
的
に
お
手
伝
い
し
て

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す

応
募
資
格　
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師
・
栄
養

　
　
　
　
　

士
・
調
理
師
・
介
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ヘ
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お
持
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の
方
で

要
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に
応
じ
て
随
時
勤
務
す

　
　
　
　
　

る
こ
と
が
可
能
な
方

報　
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保
雇
用
時
に
職
種
勤

　
　
　
　
　

務
時
間
に
応
じ
て
決
定

　
　
　
　
　

し
ま
す

登
録
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
記
入

　
　
　
　
　

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ　

市
総
務
企
画
部
人
事
課

　
　
　
　
　
　

３
５
―
２
１
６
３　

相　

談

悩
み
を
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

秋
田
県
福
祉
相
談
セ
ン
タ

「
伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室
」

開
催
団
体
の
募
集

第２回道の駅さんない絵手紙コンテスト
サ
ポ

ト
隊
へ
の
登
録
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

■応募締切
　平成18年５月10日（水）（当日消印有効）
■審査発表
  審査は絵手紙コンテスト選考委員会が行い、入賞   

  者には５月18日（木）までに直接通知します
■テーマ
　ふるさとよこての風物（横手への愛着や誇りを表し   

  たもの）
■募集作品
　横手市をイメージした絵と文字が入った手紙
■展示
　 期間：平成18年５月20日(土）～７月20日（木）
   ※作品は期間中、道の駅さんない
　　「休憩棟施設内展示スペース」にて展示します 

■応募・問合せ先
　〒019-1108

　秋田県横手市山内土渕字小目倉沢34

  道の駅さんない「絵手紙コンテスト」係
　　0182-56-1600    0182-53-3434

　横手市の豊かな自然や野菜、山の幸や川の幸を絵手紙に描いてみませんか。道の駅
さんないでは、横手市の魅力を皆さんに広く知っていただくため、絵手紙コンテスト
を開催します。応募作品は、企画展などの展示及び観光パンフレット等への掲載をす
る場合があります。詳しい内容については下記の問合わせ先までご連絡ください。

横手山岳協会  第12回山の写真展
  県内外で行った定例山行の記録や会員が撮影
した山・高山植物の写真約70点を展示します。
期　間●３月24日（金）～26日（日）午前９時～午後５時
場　所●かまくら館
問合せ●横手山岳協会　半田　32-4772



〒019-1108

横手市山内土渕字小目倉沢34

　0182(56)1600　　0182(53)3434

（ウッディプラザ木の香　0182(53)2600）

行政情報

地域の話題

えがおの交差点

●ニュース東西南北

横手の雪まつり
●かまくら・梵天

目次

7

2

10

ぶらり横手

くらしの情報

情報information

14

16

12

20

地域愛
地域を愛し、伝統を守る。男衆
の勇ましい水かぶり(2月19日
十文字・梨木地区)。

10
平成18年3月1日号市報

●農業委員選挙
●行政からのお知らせ

●お知らせ
●いどばたプラザ
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手
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発行／横手市役所　編集・デザイン／総務企画部秘書広報課
　　　〒013-8601　横手市前郷字下三枚橋163　　0182-35-2162　　0182-33-6061
　　　ホームページアドレス／http://www.city.yokote.lg.jp/

●ウッディらんど（山内）
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【
山
内
】道
の
駅
さ
ん
な
い「
ウ

デ

ら
ん
ど
」

道の駅さんない「ウッディらんど」
■

■

定 休 日

開館時間

第３火曜日（祝日の場合は翌日）
（３月は第１・第３火曜日）
9:00～19:00

（レストランは10:00～20:00、
 ３月は閉館を１時間繰り上げ）

産直コーナーには生産者の顔写真が

素朴で温かい印象の山内焼

　

秋
田
県
の
東
の
玄
関
口
で
あ
る
山
内
地

域
の
国
道
１
０
７
号
沿
い
に
位
置
し

横

手
市
内
唯
一
の
道
の
駅
と
し
て
の
機
能
を

備
え
る
ウ

デ

ら
ん
ど

道
の
駅
な
ら

で
は
の
ゆ

た
り
と
し
た
ス
ペ

ス
に
は

外
観
に
木
材
を
多
用
し
た
ぬ
く
も
り
と
安

ら
ぎ
あ
ふ
れ
る
施
設
が
立
ち
並
び

無
料

休
憩
所
や
物
産
販
売
コ

ナ

山
内
地

域
名
産
の
手
打
ち
そ
ば
が
味
わ
え
る
レ
ス

ト
ラ
ン
「
農
香
庵
」
な
ど
が
年
間
25
万
人

を
超
え
る
ド
ラ
イ
バ

達
の
オ
ア
シ
ス
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る

中
で
も

地
元

の
産
直
グ
ル

プ
に
よ
る
野
菜
や
果
物

山
菜

そ
れ
ら
の
加
工
品
を
扱
う
コ

ナ

は

旬
の
味
覚
が
手
軽
に
入
手
で
き
る

こ
と
で
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て
い
る

　

も
ち
ろ
ん
楽
し

め
る
の
は

ド
ラ

イ
ブ
の
途
中
だ
け

で
は
な
い

レ
ス

ト
ラ
ン
で
は

職

人
の
指
導
の
も
と

で
本
格
的
な
そ
ば

打
ち
が
体
験
で
き

る
教
室
を
開
催
し

て
い
る
ほ
か

国

道
を
挟
ん
だ
南
側

に
あ
る
施
設
「
ウ

デ

プ
ラ
ザ
木

の
香
」
で
は

ガ

デ
ニ
ン
グ
用
品

な
ど
の
木
工
品
の

展
示
・
販
売
と
合

わ
せ

そ
れ
ら
の

製
作
体
験
が
で
き
る
工
房
が
設
け
ら
れ

子
供
か
ら
大
人
ま
で
年
齢
を
問
わ
ず
利
用

で
き
る

こ
ち
ら
も
指
導
員
に
よ
る
指
導

を
受
け
る
こ
と
が
で
き

特
に
子
ど
も
た

ち
に
人
気
が
高
い
と
い
う

さ
ら
に

隣

接
す
る
山
内
焼
の
工
房
で
は
素
朴
な
味
わ

い
を
醸
し
だ
す
一
品
を
手
に
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る

　

国
道
に
隔
て
ら
れ
た
各
施
設
を
結
ぶ
地

下
道
も
整
備
さ
れ

利
用
者
の
安
全
に
十

分
配
慮
し
て
い
る
の
も
好
感
が
持
て
る

こ
の
よ
う
に

季
節
を
問
わ
ず
食
と
体
験

を
存
分
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ウ

デ

ら
ん
ど

立
ち
寄

た
こ
と
の
な
い
方

も
新
た
な
楽
し
み
を
探
し
に
訪
れ
て
み
て

は
い
か
が
で
し

う
か

の
う
か
あ
ん

か
も


